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令和５年度まちなか発見ワークショップ事業

まちなか宝さがし～Let’s move on!!～について 
産業経済部商工労働課 

まちなかの未来に興味のある人や創業を考えている人が、まちなかを実際に歩き、まちの

現在の姿を見ながら「まちなかの魅力＝宝は何か」「自分はその宝をどう使うか」「まちな

かで具体的に何ができるか」実践可能な事業提案を作成するワークショプを開催するもので

す。 

１．日程  令和５年９月 16 日、30日、10月７日、14日（全て土曜日） 

２．対象  全ての日程に参加できる人で、次のいずれかに該当する人 

・まちなかで具体的に行動できる方

・事業を営む方、もしくは近い将来に創業する方

・空き店舗の活用に興味のある方

３．主催  伊勢崎市まちなか活性化支援会議 

４．内容  ９月 16 日 事前説明会 …オリエンテーション、グループ分け 

９月 30日 テーマ【宝を見つける】 

…まちなかの物件を探索し、どこで活動を行うかを決定します。 

10月７日 テーマ【宝を磨く】 

…見つけた宝を活かして、どのような活動を行うかを整理します。 

10月 14日 テーマ【まちの宝にする】 

…提案する活動がまちをどのように変えるのかを確認します。 

※その他、詳細は別添チラシのとおり

５．申込み 市ホームページから、事前申し込みが必要です。（７月 10 日(月)から受付） 

６．定員  ３０人（参加費 無料）※応募多数の場合は抽選を行います。 

問い合わせ先 

商工労働課 　　 ℡0270-27-2754 



まちなか発見ワークショップ
まちなか 宝さがし ～Let’ s move on!!～

全４回
土曜日 ９/16,９/30,10/７,10/14

2023

［主催］伊勢崎市まちなか活性化支援会議
［協力］日本建築学会関東支部、前橋工科大学、まちなかイノベーター

まちなかの未来に興味のある人や創業を考えている人が、
まちなかを実際に歩き、まちの現在の姿を見ながら
「まちなかの魅力＝宝は何か」
「自分はその宝をどう使うか」
「まちなかで具体的に何ができるか」
実践可能な案を作成するワークショプを開催します。 申込

参加
無料定員

30人

HP

【申込み方法】
2023 年 7月 10 日から受付開始
右下QRコードの専用申込みフォー
ムから、ご応募ください。
※応募者多数の場合は書類選考を行
います。



いせ咲く。i ミーティング
［日時］2023年 10月 14日 15:00～
［会場］赤石楽舎
※いせ咲く。i ミーティングとは
市長が市内において様々な分野で活動する団体
等のみなさんから、市政の諸課題に関する意見
や提案をお聴きするための公開懇談会です。
詳しくは広報いせさき・市ホームページでお知
らせします。

ワークショップ　概要
［日程］　2023年９月 16日、９月 30日、10月７日、10月 14日
　　　　※9月 16日にオリエンテーションを実施
　　　　（全４回　全て土曜日）
［会場］　赤石楽舎（北小学校）
［対象］　全ての日程に参加できる方で、次のいずれかに該当する方
　　　　・まちなかで具体的に行動できる方
　　　　・事業を営む方、もしくは近い将来に創業する方
　　　　・空き店舗の活用に興味のある方
［定員］　30人
［費用］　無料

9月 16日
15:00～　事前説明会　
（オリエンテーション、グループ分け）

9月 30日
８:45～14:30　テーマ【宝を見つける】　
まちなかの物件を探索し、どこで活動を行うかを
決定します。

10月７日
９:00～14:30　テーマ【宝を磨く】
見つけた宝を活かして、どのような活動を行うか
を整理します。

10月 14日
９:00～14:30　テーマ【まちの宝にする】
提案する活動がまちをどのように変えるのかを確
認します。

堤　洋樹　准教授
（前橋工科大学工学部　建築・都市・環境工学群）
［専門分野］　建築経済、建築構法、建築生産、建築材料

【事務局】　伊勢崎市産業経済部商工労働課
　　　　　Tel 0270-27-2754　FAX 0270-23-7382　E-mail shoukou@city.isesaki.lg.jp

スケジュール

講師

日本建築学会関東支部提案競技
実在の市街地を対象に、今後の「まち」をテーマに建築・都市の専
門家、地域に暮らす人々が参加する提案競技です。
「建築・まちづくり提案の部」建築を学ぶ学生やまちづくりに関わる
方々を対象とするもの。
※今回のワークショップの各グループで検討したまちなかの宝の使
い方は、可能な限り同競技へ応募します！

関連事業 同日開催

高山　華代さん
　年齢や職業も様々な方々とのグループワークを通じて、自分とは異なる視点から新たなまちの魅
力に気づかされました。
　また、メンバーと作り上げたプランを実現したいという新たな目標が生まれ、「いせさき銘仙の
魅力の発信」という大切に温めてきた思いを実現する「銘仙のまち伊勢崎プロジェクト」の立ち上
げや、今秋に予定しているいせさき銘仙を楽しむアンテナショップの開業など、事業化に向けて踏
み出すきっかけとなりました。

昨年度参加者の声
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